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研究成果の概要（和文）：新型うつ傾向と従来型うつ傾向に対する，情報環境におけるテクノ依存症傾向の影響度を比
較することを主目的に，情報系大学生を対象に調査し，共分散構造分析で検証した。その結果，現実逃避型インターネ
ット利用に伴うテクノ依存症傾向が高まることで従来型うつ傾向よりも新型うつ傾向をかなり悪化させることが検証さ
れた。また，論理的思考傾向を示す学生及び単独運動よりも共同運動を好む学生に，より低い新型うつ傾向がみられた
。このことから，情報化社会における新型うつ傾向の予防策として，現実逃避型ネット利用によるテクノ依存症傾向の
回避と，共同運動と論理的思考を促進することの重要性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to compare the risk for the traditional depressive 
tendency and a new type of depressive tendency associated with exposure to a techno-centered tendency in 
the informational environment. Data from questionnaire surveys conducted on university students in the 
information sciences were analyzed by structural equation modeling. The results verified that in 
comparison with the traditional depressive tendency, the deteriorating techno-centered tendency causes a 
greater increase in the new type of depressive tendency. Furthermore, a lower incidence of the new type 
of depressive tendency was seen in both those with a tendency toward logical thinking and those with a 
preference for exercising with partners than in those with a preference for exercising alone.

研究分野： 社会工学
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１．研究開始当初の背景 
情報環境の急速な進展とともに、それが社

会に及ぼす影の側面も顕在化しつつある。そ
の一つとして近年ますます社会問題視され
つつあるテクノ依存症や仮想空間依存症が
ある。これは、ニートやフリーター増加の温
床となっていることが各種調査で明らかに
なりつつある。本研究では、これらの依存症
が引き起こすと思われるうつ傾向や孤独感
などの生活障害との関連を含めながら、予防
策を検討する。特に、前述の依存症の悪化が
うつ傾向をもたらす元凶になっているとの
仮説を中心に検証し、もしそうであれば依存
症に対して日頃の実践が比較的容易で、その
有効性も検証した後に、総合的予防策を提案
する。 
 
２．研究の目的 
(1) うつ傾向に対する，情報環境におけるテ
クノ依存症傾向と学生生活の一般的ストレ
スの影響度を比較することを主目的に，情報
系大学生を対象に調査し，共分散構造分析等
で検証した。 
 
(2) 新型うつ傾向と従来型うつ傾向に対す
る，情報環境におけるテクノ依存症傾向の影
響度を比較することを主目的に，情報系大学
生を対象に調査し，共分散構造分析等で検証
した。 
(3) 共同運動と論理的思考を好むことが情
報環境におけるテクノ依存症傾向が及ぼす
新型うつ傾向に対する抑制要因になるかど
うかを調査し，共分散構造分析等で検証した。 
 
３．研究の方法 
上記の研究の目的(1)～(3)についての理

論仮説を設定し，それを検証するため作業仮
説を設定する。その作業仮説にもとづいて，
調査票の構成と作成を行い，調査を行う。こ
の調査データを使用して，単純集計，相関分
析，多変量解析(因子分析，主成分分析，共
分散構造分析)を行い，仮説を検証した。 
 

４．研究成果 
(1) 近年，大学でも急増しているうつ傾向
の原因として，テクノ依存症傾向とストレス
をとりあげ，両者の影響度比較を行った。前
者のほうが，悪影響が高いとの仮説を設定し，
共分散構造分析で検証した結果，テクノ依存
症傾向からうつ傾向へ強い悪影響がみられ，
その値はストレスと比較しても2倍以上とな
り，仮説は検証された。これは，テクノ依存
症傾向のQOLへの負の連鎖的効果が関連して
おり，特に人間関係と孤独感への悪影響が強
く，ストレスを悪化させる発生源にもなって
いることが原因である。また，現実逃避目的
でのインターネット利用は，さらにテクノ依
存症傾向を高め，人間関係と孤独感にも負の
波及効果を示しながら，うつ傾向をさらに悪
化させる危険性が示唆された。情報化社会の

進展とともにうつ病が急増している主要な
原因の一つは，テクノ依存症の増加にある可
能性も否定できない分析結果となった(図 1
～3，①)。 
 
2) 新型うつ傾向と従来型うつ傾向に対す
る，情報環境におけるテクノ依存症傾向の影
響度を比較することを主目的に，情報系大学
生を対象に調査し，共分散構造分析で検証し
た。その結果，テクノ依存症傾向が高まるこ
とで従来型うつ傾向よりも新型うつ傾向を
かなり悪化させることが検証され，インター
ネット利用目的により影響度が異なること 
も示された。このことから，情報化社会にお 
ける新型うつ傾向の予防策として，テクノ依
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存症の回避と現実逃避目的のインターネッ
トの利用を控えることの重要性が示唆され
た(図 4・5)。なお，新型うつ傾向を測定する
一般公開された既存の尺度がないことから
新たに開発した。この尺度値は，その傾向性
のレベルを簡易的に判定する値となる。この
尺度値が高いほど，新型うつ病に移行する危
険性が高まると思われる。この尺度は，「抑
うつ傾向」に「逃避的傾向」と「非協調的傾
向」の性格的要素を加えた 3 要素から構成さ
れている。新尺度の信頼性と妥当性の検証を
行うために，回収した調査データをもとに，
新型うつ傾向項目のみで因子分析（斜交回
転）を行った。その結果，固有値 1 以上の 3
因子において，因子負荷量が 0.3 以上の項目
を選択してグルーピングされた各因子のα
係数は，0.7 以上であり，尺度全体のα係数
も 0.81 と良好な信頼性を有している。また，
3 因子が抽出されたことから，因子的構成概
念の妥当性も検証された。さらに内容の妥当
性を検証するために構成概念間の相関係数
をもとめたところ，合理的解釈が可能で統計
的に有意な相互関連性を示したため，統一的
尺度としての条件を満たしていると思われ

る。上記三要素がともに高い場合に新型うつ
傾向がみられ，抑うつ傾向のみ強く他の性格
的傾向が低い場合は従来型うつ傾向とみな
せる。両者のテクノ依存症傾向を比較すると，
前者の方が有意に高いことが示された(②)。 
 
(3) 仮説「単独運動愛好度よりも共同運動
愛好度が高い学生ほど，新型うつ傾向とテク
ノ依存症傾向が低い関係性を示す」，「論理的
思考性が高い学生ほど，新型うつ傾向が低い
関係性を示す」は，図 6 のモデル全体が基準
を満たす良好な適合度を満たし，さらに上記
仮説の因果的関係性に該当するモデル内に
おけるパス係数の統計的有意性が示された
ことから検証された。なお，(2)で述べた新
型うつ傾向尺度に新たに「打たれ弱い傾向」
を加え，より精度の高い尺度への改訂も行っ
ている。現今の情報化社会における新型うつ
傾向を予防するために，共同運動と論理的思
考性を奨励する必要があり，また共同運動愛
好はテクノ依存症傾向をも低下させること
も期待できる(③，図 6・7)。 
 
(4) 上記(1)～(3)の結果を総括すると，テ 

.16 .13 -.4

-.53 

.21 -.52 

.09 

.16 

.35 .56 -.16 

.26 

.24 

.12 

.41 

.16 -.25 

人間関係良好度 

テクノ依存症傾向 

WHOQOL 

孤独感 

ストレス 

SNS 動画 

目的:CM 

掲示板 

目的:現実逃避 

目的:娯楽 新型うつ傾向 

目的:情報収集 

GFI=.963 AGFI=.926 RMSEA=.048 

注）誤差変数は↓ のみで示し、パス係数は全て 5%以下で有意であり少数
点前の 0 は省略している。分析ソフトは Amos を使用し、適合度基準
は GFI と AGFI が 0.9 以上で RMSEA が 0.05 以下とした。 

-.24 

-.10 

.06 

.06 

-.15 

.35 

.17 

.30 

.16 

.48 .43 

.18 
-.12 

.17 

.24 

-.19 
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図７ 共同運動愛好度・単独運動愛好度・論理的思
考性が主要構成概念に及ぼす標準化総合効果比較 

 



クノ依存症傾向がうつ傾向の中でも従来型
うつよりも新型うつ傾向への悪影響が大き
いという，当初の想定以上の新たな進展がみ
られ，その後の縦断調査でも上記の主要な因
果的関係性は統計的な有意性を示しており，
順調に成果が公表されている。なお，テクノ
(PC とネット利用)にマンガ・アニメ、ゲーム、
映画・TV ドラマも加えた仮想空間依存症と新
型うつ傾向との関係も，テクノ依存症傾向と
ほぼ同様な分析結果を示している。今後の新
たな試みとしては，上記の共同運動と論理的
思考性の他に，より予防効果が期待できるレ
ジリエンス(精神的回復力)という心の強さ
の側面を新たに加えての分析を予定してい
る。 
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